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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，統計教育研究で近年注目を集めている推論主義の視座から，現在
の統計教育の問題点を考察するとともに，それを改善するアプローチを提案することであった。推論主義は言語
哲学に属するため，その思想や着想が統計教育研究にどのように応用できるかを検討した。主要な研究成果は，
『科学基礎論研究』誌に掲載された。その論文では，推論主義者ブランダムが近年の著作で提示する「想起」の
概念を手掛かりとして，統計教育の実践において確認され得る相対主義が生じる要因とそれを回避するための方
策を論じた。

研究成果の概要（英文）：This series of studies aimed to examine the problems in current statistics 
education in Japan from the perspective of inferentialism, which has recently attracted attention in
 statistics education research, and to propose an approach to improve it. Since inferentialism 
belongs to the philosophy of language, I first examined how its ideas and inspirations could be 
applied to statistics education research.  The main results of the studies were published in the 
Journal of the Japan Association for Philosophy of Science. This paper analyzed and characterized a 
relativistic statistics class in elementary school in Japan using the concept of ‘recollection’ 
introduced by the inferentialist Brandom in his recent work and then examined and argued for 
approaches to avoid relativism.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，統計教育研究で近年注目を集めている推論主義の視座から，日本の統計教育の問題点を考察し，そ
れを改善するアプローチを提案した。一連の研究の成果は，現在の学習指導要領で強調されている統計教育をよ
り充実させ，改善することにつながる。加えて，数学教育（統計教育，教育学）研究と哲学研究の間に推論主義
という橋を架けることができたことは，両分野の発展に大きな影響を与えることができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現代社会において，統計的知識を自在に利用してデータを適切に取り扱うことができること
や，身の周りの問題を統計的に解決できることは，今日的なリテラシーの一角を占めている。す
べての子供の統計的リテラシーを涵養することは社会的責務であるが，統計教育の重要性とは
裏腹に，それが成功的でないことが世界各国で指摘されている。Bakker & Derry（2011）は，
統計教育が直面している３つの課題を挙げている：(1)不活性な統計的知識が学習されてしまう
ことを回避すること，(2)教科書に見られる原子論的アプローチを避けること，(3)子供からみた
一貫性を目指す際にトピック配列の代替アプローチを開発すること。わが国の統計教育もまた，
2012 年や 2017 年の全国学力・学習状況調査の結果に示唆されるように，成功的であるとは言
い難い。 
統計教育の伝統的な課題に対する有効な視座として近年注目されてきているのが，アメリカ
の言語哲学者ロバート・ブランダム（e.g., Brandom, 1994, 2000, 2019; 白川, 2021）による推
論主義 (inferentialism) である。近年の統計教育研究における推論主義への注目はめざましい
ものがある。 
しかしながら，統計教育研究では推論主義への大きな期待がある一方で，それが言語哲学であ
るということもあり，統計教育にどのように適用することができるのか，統計教育の伝統的な課
題をどのように解決し得るのか，といったことはまだ十分に検討されていない。今まさに少しず
つ知見が積み重ねられている途上にある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，推論主義の視座から現在の統計教育の問題点や改善の方向性を明らかにす
ることである。例えば，これまでの統計教育の研究や実践は暗黙的に表象主義の立場でなされて
おり，その結果，統計的概念を「理解している」にもかかわらずそれを活用できないという好ま
しくない事態が生じていた。推論主義は表象主義の立場をとらないことから，こうした伝統的な
統計教育の問題点を根本から再検討するだけでなく，その改善の方途を導出することができる
ことが期待される。Bakker & Derry（2011）や他の研究は推論主義の有効性を指摘するにとど
まっており，課題を生み出す要因を実際に追究したり改善の方途を提案したりしているわけで
はない。 
 
３．研究の方法 
本研究では，まず推論主義について深く理解するために，先行研究や関連文献のレビューを行
った。統計教育の多くの先行研究は『明示化』（Brandom, 1994）と『推論主義序説』（Brandom, 
2000）を参照している。本研究ではそれだけでなく，近年出版された，ヘーゲル哲学を推論主義
の視座から再解釈した『信頼の精神』（Brandom, 2019）にも焦点を当て，推論主義の全体像を把
握することを試みた。その際，白川（2019）による推論主義の解説書が有用であった。次に，推
論主義の視座から，統計教育の伝統的な課題の要因を検討した。意図されたカリキュラム，実施
されたカリキュラム，達成されたカリキュラムといった異なる次元で，要因を追究した。最後に， 
推論主義のアイデアを用いて課題と要因を解消する新しい教育的アプローチを検討し，改善策
を提案した。 
 
４．研究成果 
推論主義のアイデアの理解とその統計教育への適用方法を検討する中で，数学教科書で用い
られている統計的確率や数学的確率という確率という言葉の意味，標本抽出の特徴，仮説検定，
テクノロジー利用やシミュレーションの位置づけ，などを分析した。このことにより，推論主義
の統計教育への適用可能性を検討するだけでなく，現状の学習指導の問題点を推論主義の観点
から特徴づけることができた。加えて，推論主義のアイデアをより良く理解するために，統計教
育から離れて幼児教育や統計以外の数学科の領域の活動，学習指導要領，そして教科横断的な統
計指導などを分析することも試みた。とりわけ推論主義に対して肯定的ではない Luis Radford
の見方と彼の客体化理論に触れることを通して，推論主義の特徴を検討することができた。 
以下では，主要な研究成果である大谷（2024）の概要を述べる。この論文は科学基礎論学会 
2023 年度総会におけるシンポジウム「教育学基礎論としての推論主義の視座」の発表資料を加
筆修正したものであり，推論主義や教育哲学の専門家との議論を経て出版されたものである。 
当該論文の目的は，統計教育が直面している相対主義の問題を推論主義の視点から分析し，そ
れを回避するための方策を探ることである。今日的な統計教育の目標の 1つは，データとその分
析結果から導き出される結論を用いて意思決定したり他者を説得したりする力を養うことにあ
る。しかし，現状の統計授業ではしばしば，データを適切に分析した結果を根拠として用いた結
論であれば何でもよい，というきらいがある。同じデータから複数の結論が導かれても，導出過
程が適切であればいずれも差し支えないとみなされ，相対主義に陥る傾向にある。本論文では，
相対主義に陥っている統計実践を推論主義の視座から特徴づけることを通して，相対主義が生



じる要因とそれを回避する方策を事例的に検討するとともに，その考察に基づいて推論主義へ
のフィードバックを論じる。 
分析の視点としての推論主義は，上述の相対主義が生じる要因を言語実践の観点から特徴づ
けることを可能にする。推論主義は，人間を理由の空間で規範的な言説的実践を行う合理的な存
在とみなす。両立しない複数の主張にコミットしていることに気づいた主体は，一方へのコミッ
トメントを放棄するなどして検出された異常を除去しなくてはならない。主体が異常を除去し
て過去を合理化する活動は，Brandom（2019）が『信頼の精神』において想起とよんだものであ
る。通常の言語実践では，異常を除去するために，一方の主張にコミットすることで他方の主張
にコミットする資格を排除するが，ある学級でなされた実践ではこの活動が成功的になされず，
相対主義規範が形成されてしまっている。 
本論文では，相対主義規範が確認された統計の授業実践について，児童と教師の実際の言語的
なやり取りを推論主義の観点から分析して特徴づけた。分析された授業は，2012 年の全国学力・
学習状況調査中学校数学で出題されたスキージャンプ問題の改題を扱っていた。これは，二人の
スキージャンプ選手の飛距離データを比較し，いずれか一方を選手として選択するとともに，そ
の判断に対する適切な理由を与えることを求める問題である。その授業実践では，明らかに両立
しない 2 つの結論が導かれたものの，より妥当な結論はどちらであるかの追求はなされなかっ
た。異常が検出されながらも，その除去はなされていなかった。 
推論主義を視点として実践を分析した結果，異常の包摂と論拠の不追求という 2 つの特徴を
指摘することができた。前者は異常を解消しようとしないことを指す。児童たちと教師は，同じ
データから両立しない 2 つの結論が導かれたという事実について，どちらかより説得的な結論
に絞り込まなくてはならないとは認識せず，むしろその事実を肯定的に受け入れていた。後者は
なされた主張に対する理由を求めたり与えたりしていないことを指す。両立しない主張がなさ
れているにもかかわらず，その主張が基づいている論拠の妥当性が常に問われていたわけでは
なく，教師もまた理由を求め与える言語実践を重視していないようであった。 
分析結果を踏まえると，相対主義を回避する手立てとして，次の 3点が示唆された。第一に，
教師が児童たちの主張や論拠の理由を積極的に求め，他方で児童たちがそれを与えられるよう
促すことである。両立しない結論が導かれたときはより妥当な結論を追求するべきである，とい
う社会的規範を確立するために，教師の役割は重要になる。第二は問いの形式である。「あなた
なら……」という問いの形式が集団で 1 つの結論に向かうことにつながっていなかった可能性
があるため，「あなたたちなら……」と二人称複数形を意図的に使用することで共同コミットメ
ントを促し，集団レベルでの合意に至ることを期待することができる。第三に，文脈的知識を論
拠として積極的に利用する経験を積ませることである。というのも，児童たちや教師が結論を支
持する際の文脈的知識の必要性を認識しておらず，そのために論拠を追究していないようであ
ったためである。 
推論主義を分析枠組みとして用いて統計教育の実践を評価したことにより，推論主義に対す
る知見を得ることができた。推論主義は，理性的存在としての人間は理由の空間の住人であり，
発言や行為を正当化する生物である，ということを前提している。しかし，実際の授業では，児
童たちと教師は理由を求めたり与えたりする行為を十分に行っておらず，非両立性の解消も試
みていなかった。この事態に対する可能な説明として，児童たちは暗黙的なものを授業という時
間内に明示化することができなかった，という仮説を考えることができる。あるいは，教室とい
う空間が特殊な理由の空間であって，目に見えない複雑な権威関係と潜在的な規範のせいで記
録された発話だけでは教室内の推論関係を十分に説明できない，という制約がある可能性があ
る。さらに，児童たちにとって主張することとそれへのコミットメントを引き受けることとが乖
離していた可能性や，他者からの反論を受けたときに人知れずコミットメントを取り下げてい
た可能性も想定できる。そもそも，児童たちと教師が営む言語実践とそれを解釈する観察者の言
語実践が異なっていた，というだけかもしれない。教育学基礎論として推論主義を採用すること
は非常に魅力的である一方で，潜在的な研究上の仮定を明示化し，その問題に取り組むこともま
た重要な作業であることが指摘される。 
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